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陳 述 書

株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所

試験委託者 :株式会社三菱化学安全科学研究所

表 題 :3,4-DCT の分解度試験 ,

試験番号 :A060553

本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され,本報告書

はその結果を正しく記載したもので,ある。

また, 本試験は下記のGLP に従って実施したものである。

OECD Principles of Good Laboratory Practice(1997)

2 0 0 7年 5月 17 日

繍者-- ■
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信 頼 性 保 証 書

. 株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所

試験委託者 :株式会社三菱化学安全科学研究所 ,

表 題 :3,4 」 DCT の分解度試験
・

, 、‐′

試験番号 二A060553

本試験は試験計画書および標準操作手順書に従っ‐て実施され,本報告書には試験に使
.

・‐

用した方法,手順が正確に記載されており,試験結果は生データを正確に反映しているノ
・ . ・

.

ことを,下記の査察および監査実施により確認した。

記

実 施 事 項 実 施 日 運営管理者および
試験責任者への報告日

試験計画書監査 2 0 0 7年 1月 17 日 2 0 0 7年 1月 17 日

変更書 (変更番号 :01) 2 0 0 7年 1月 17 日 2 0 0 7年 1月 17 日

試験の査察

被験物質の添加 2 0 0 7年 1月 17 日 2'0 0 7年 1月 17 日

溶存酸素濃度の測定 2 0 0 7年 1月 31 日- 2.00 7年 1月 31 日

被験物質残留量の測定 2 0 0 7年 2月 14 日 2 00 7年 2月 14 日

最終報告書監査 2 0 0 7年 5月 ,17 日 200 7年 5月 17 日

信頼性保証部門担当者 ,: 2(o o 7年 5月 ・7 日
.

‐

2 0 0 7年 ・5月 17 日

2 0 0 7年 5月 17 日
.
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試 験 実 施 概 要

1. 表 題 : 3,4-DCT の分解度試験

(試験番号 :A060553)

2, 試 験 目的 ;被験物質の分解度試験を行い,生分解性を評価する。

3. 適用ガイ ドライン :OECD Guideline for Testing of chemicals 301D(1992)

"Ready Bi。degradability :CLOSED BOTTLE TEST"

4. 適 用 G L P ;OECD Principles of G0od Laboratory Practice(1997)

5. 試 験 委 託 者 .:株式会社三菱化学安全科学研究所

東京都港区芝浦四丁目 2番 8号

(2 0 0 7年 4月 1日付,移転により住所変更)

6. 試 験 受 託 者 :株式会社三菱化学安全科学研究所

東京都港区芝浦四丁目 2番 8 号‐
　 　 　

　

(2 0 0 7年 4月 1日付,移転により住所変更)

7. 試験 施設 :株式会社三菱化学安全科学研究所 横浜研究所

神奈川県横浜市青葉区鴨志田町 1000番地

8. 試 験 責 任 者 :

(環境化学研究部)
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9, 試 験 関 係 者

翻 者獅 年潮 日曜暴憂-r ■

　　 　　　 　　　　　　

10. 試 験 日 程 : 試験開始日 2 0 0 7年 1月 17 日

酸素消費量測定開始日 2 00 7年 1月 17 日

酸素消費量測定終了日 2 0 0 7年 2月 14 日

試験終了日 2 0 0 7年 5月 17 日

11.・保 管 : 下記の試資料は,株式会社三菱化学安全科学研究所 横浜研究

所の試資料保管施設に保管する。

1)試験計画書
　

　

2)最終報告書
r

‐
3)生デ ー タ '

4)被験物質

5)その他必要なもの
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1 被 験 物 質
,.
‐

1.1 名称,構造式および物理化学的性状
.化 学物質 等 の名 称
QUPAC 命名法による)

3,4‐ジク ロロ トノレエ ン

別 , , 名 略称 :3,4-DC.T

C A S, 番 号 95‐75‐O

構造式又は示性式
(いずれも不明の場合
は , その製法の概要 )

C1 」だ H3

分 子 ,量 161.03

試 験 に ,供 し た
化学物質の純度 (%)

99.9 ,

試 験 に 供 し た
化学物質のロット番号

・
、 .

不 純 物 の 名 称 ‐
及 び 含 有 量 .

」

-

′

r

蒸 気 圧 ーーー
.

・

＼

対 水 溶 解 度
- - . ＼

′

1-オクタトル/ 水分配係数 .
r

、

J

融 点
.
, 、

r
、

′

沸 点 205 ℃ . 一

常温における性状 無色透明液体

安 定 -性 通常の取扱い条件においては安定。

酸化剤との接触に注意する。

溶媒に対する溶解度等
溶 媒 溶 解 度 1溶媒中の安定性

′

.
- 1 -

に る。
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1.2‘供試試料

1)供 給者 : , 、

2)元 素組成
・
ゞC 52.2%, H 3.8%, C1 ・44.0%

[被験物質の構造式より算出した値]

1.3 被験物質の確認

入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定した。提示された構造を有する化合

物の標準スペクトルを,独立行政法人 産業技術総合研究所の有機化合物のスペクト

ルデータベースから入手し, スペクトルが一致することおよび特性吸収が認められる

ことにより, 被験物質を確認 した。、 、

1)装 置 :フーリエ変換赤外分光分析装置,Nicolet 製 AVATAR 320型

1.4 保管法および安定性の確認

被験物質は試験期間中,試験物質保管用冷蔵庫 (保管条件 ;冷蔵,暗所,密栓) に
1 ・ .

・
.

保管した。

実験終了後に保管中の被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し,実験開始前に測定
「

,
、

‐

したスペク・トルと一致したことから, 被験物質は保管中安定であったと判断した。

〔Figure l 〕

1)装 置 :フーリエ変換赤外分光分析装置,Nicolet 製 AVATAR 320型
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